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別記様式第11 

 
平成２２年度地域木造住宅市場活性化推進事業費補助金成果報告書 

 
 
 

１． 事業名 

「重量木骨の家・家守りネットシステム開発に関する事業」 
２． 事業実施期間 

平成２２年６月１１日 ～ 平成２３年２月２５日 
３． 事業主体 

   重量木骨プレミアムパートナーシップ 

 
４． 事業の成果 

重量木骨プレミアムパートナーシップ（以下パートナー）は、品質の高い木造住宅を効率よく供給す

るため、お施主に提案するための意匠設計ＣＡＤを基点とし、構造計算ソフト・温熱計算ソフト・プ

レカットＣＡＤ・積算ソフトを一連のシステムとして構築し、各設計で使用したデータ（図面）は代

表である㈱エヌ・シー・エヌ（以下NCN）が一括して保管・管理する仕組みを構築する事を目的と

している。本事業では、現在パートナーで使用している意匠設計ＣＡＤのデータをプレカットＣＡ

Ｄ・温熱計算ソフトと連携するためのソフトウエア開発を重点的に行う事を目的とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［成果Ⅰ］ 意匠設計ＣＡＤ ⇔ プレカットＣＡＤ 連携 
意匠設計ＣＡＤで作成した間取り図面をプレカットＣＡＤに連携することにより、プレカット伏図の

作成に関わる入力作業時間を大幅に短縮した。また、通常の方法では意匠図面を見比べながらプレカ

ット図面をチェックしているがデータ連動を行うことにより、間取りと構造の位置関係を確実にチェ

ックする事ができるため、図面作成時の作業ミスを軽減する成果があった。 
意匠設計ＣＡＤとプレカットＣＡＤは双方向のデータ連携が可能となっているため、プレカット伏

図を意匠設計ＣＡＤに連携させ、意匠図面に正確に柱や耐力壁・梁の位置を表示する事が可能となっ

た。また、連携した構造図はＣＡＤ上で解りやすく立体表示されるため複雑な構造の建物であっても 
容易に確認が出来るようになった。 
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［成果Ⅱ］ 意匠設計ＣＡＤ ⇒ 温熱計算ソフト 連携 
温熱計算とは、建物の住環境に関わる温熱性能を評価する方法として住宅性能表示等で採用されてい

る。現在一般的には、Ｑ値μ値計算という簡易な計算方法が採用されているが、この方法では地域ご

との気候の特性や建物内・外での温度条件変化などを正しく計算する事は出来ない。 
パートナーは全国に存在しており、より詳細な計算による温熱環境の評価が求められた。 
そこで今回の開発では、詳細な「年間暖冷房負荷計算」が可能な温熱計算ソフトと意匠設計ＣＡＤと

の連携の開発を実施した。 
年間暖冷房負荷計算は、詳細な計算による温熱環境の評価が出来る反面、データの入力に多大な作

業が生じるため、これまで大学等の研究者や大手ハウスメーカーの開発部署でのみしか利用されてい

ない。年間暖冷房負荷計算を行うには、建物の立体的な空間情報や正確な開口部位置情報・屋根の形

状情報・外壁・床などの仕上げ・断熱材の構成情報を正確に入力する必要がある。しかしながら、そ

れらの情報の多くは3次元処理を行っている意匠設計CADに登録されており、これを連携することに

より入力の作業量を大幅に軽減する事が可能となった。 
パートナーは、意匠の設計と同時に温熱計算をする事ができるため、木造住宅の熱環境の優位性や、

建物の熱性能をお施主に解りやすく説明する事ができる。また、断熱材の性能や開口部仕様の違いに

よる建物の暖冷房に必要なコストシュミレーションや、開口部の大きさの違い・屋根庇の大きさの違

いによる日照の影響を考慮し、建設場所・地域の特性を考慮した設計が可能となる。 
 
 

 
［成果Ⅲ］ 建物での検証 
岐阜県にあるパートナー企業の栃井建設工業㈱の M 邸で今回の開発内容の検証を実施。 
パートナーが意匠設計ＣＡＤデータの情報を、インターネット回線で送信したものをＮＣＮが 
受信しプレカットＣＡＤ・温熱計算ソフトとの連携を検証した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
意匠設計ＣＡＤは、竣工した実際の写真と比べても正しく建物の形状を再現しており 
正確な 3 次元ＣＡＤデータである事が、他のシステムとの連携を可能としている。 
 

意匠設計ＣＡＤの立体表示 竣工した建物の外観 
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意匠ＣＡＤデータをプレカットＣＡＤに連携し構造伏図作成。部屋情報や開口部情報が正しく連携 
されるため、従来の方法に比べ伏図作成時間は約半分となった。 

 

 
 
 
意匠設計ＣＡＤを温熱計算ソフトに連携し温熱計算を実施。建物の開口部の設置位置や熱貫流率を自

動で温熱計算ソフトに取り込む事が出来る。従来はデータの入力に約 5 時間程度必用だったが、デー

タ連携により作業時間は 1 時間程度となった。「年間暖冷房負荷計算書」と「温熱性能予測書」を参

考資料として別途添付する。 
 

 
 
 
 
 

 
計算した結果、Ｍ邸の年間暖冷房負荷は 297ＭＪ/㎡・年となり、住宅性能表示の温熱環境・省エネ

ルギー対策等級は「等級 4 相当」の結果が得られた。 
 
これで、全データをサーバーに保管するという、家守りネットシステムの体制が構築できた。今後、

保管してあるデータの建物が増改築する際などにも、そのデータを使用してお施主の要望に迅速に対

応することができるので、このシステムを全プレミアムパートナーシップで展開していく。 
 

受信した意匠設計ＣＡＤデータ 構造伏図 構造パース 

意匠設計ＣＡＤパース 温熱計算用パース 


